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調査結果



アンケート回答人数：５４人

調査期間：５月２２日ー６月１６日

調査対象：拓殖大学の留学生

留学生の居住地域の状況：

文京区：１５人 板橋区：４人

新宿区：１２人 渋谷区：３人

豊島区：１１人 品川区：２人

立川区、中央区、中野区、葛飾区、

杉並区、目黒区、練馬区：１人ずつ



母国と日本のゴミの分別ルールの違い

母国には分別ルールがほとんどない／分別しない：２７人

母国でも分別するが、日本より自由：２７人



37％
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理解して
いる
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していない

2％
ほとんど分からない

アンケート回答人数：５４人



困ったこと・分からなかったこと

１位：燃えるゴミと燃えないゴミの区別

２位：ペットボトルや缶・瓶の洗い方が分からない

３位：看板や注意書きが日本語だけで読めなかった



活動目的



◦留学生にゴミの分別の大切さを伝える

◦留学生が日常生活でゴミ分別について困らないようにする

◦私たち若い層から地球環境改善に貢献する



活動内容



◦ゴミの分別について詳しく書いたポスターを紅陵祭
で展示する

◦ゴミ分別カードゲームを作成し、紅陵祭で体験会を
開催する



ポスターについて

◦ポスターには「なぜゴミの分別が大切なのか」

「ゴミの分別をする事でどのような効果があるか」

「正しい分別方法」これら３つを日本語・英語・中国語
で書きます

◦紅陵祭ではポスターに書かれてある事を理解できた人か
らゴミ分別カードゲームを体験してもらう



カードゲームについて
◦１セット30枚構成で、トランプのスピードというゲームを参考にする

◦カードの表にはゴミのイラスト、裏には正しい分別区分を記載する

◦複数でも1人でも遊べる

◦プレイヤーが行う事は30枚のカードを可燃ゴミ・不燃ゴミ・資源ゴミ・
粗大ゴミの4つに速く分別する

◦分別のタイムが速く、正しく分別できたカードが多い方の勝ち



可燃ゴミ 不燃ゴミ 資源ゴミ 粗大ゴミ

一般家庭

で出る
ゴミ



活動目標



◦紅陵祭で学生１００人以上にカードゲームを体験してもらう

◦留学生６０人以上の参加を目指す

◦体験会実施後に参加してくれた学生にアンケートを取り、「分別が
なぜ大切なのかを理解できた」という学生を８０％以上獲得し、ゴ

ミの分別への意識を向上させる



スケジュール



５,６月

◦活動の目的・意義について打ち合わせ

◦アンケート調査の実施

◦Zoom にて打ち合わせ

◦印刷会社への連絡



今後について

7月カード・ポスター内容決定

9月カード・ポスター完成

11月 紅陵祭にてポスター展示

カードゲーム体験会実施

アンケート結果の分析

拓殖大学にカードゲーム・ポスターを寄付



予算書

◦物品購入費 ラミネーター 3,000円

◦ ポスター紙 1,000円

カラーペンセット 1,000円

◦旅費交通費 定期圏内のため 0円 

◦印刷費 カードイラスト 30,000円



ご清聴ありがとうございました。
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